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In this study, the effects of the intermittent sounds given during time interval (TI) were

investigated by varying frequency of sounds and tlme when the sotlnd-stimuli were glVen after

standard time (ST).

The main results were a8 follows: (I)The variation of reprodu¢ed time (RT)withthe

change of frequency was similar to that obtained in previous study by usng the same conditions

of frequency as used in previous study, that was, the RT-estimates tended b be shorter as the

frequency increased. But no effect on~ RT was observed by using three sound-frequencies selected

out of six conditions of frequency in previous study. (2)The e庁∝t of the intermittent sounds was

not generally observed even thoughthe conditions of tlme whenthe sounds were given during a

fixed duration of TI were varied. (3)The RT-岱timates, however, tended to be longer as the tlme

gap (preTI) between ST-presentation and sounds-interpolation increased. (4)The RT-estlmates had

little difference in comparisonwith one another in varying the conditions of time gap (postTI)

between sounds-interpolation and reproduction. (5) Thesefindi皿gS Seem tO indicate that the est-

imated time receives modification by varymg the conditions of TI between ST･presentation aJld

reproduction..

問 題

時間評価の再生法(method of reproduction)は,実

験者によって望示された標準時間(standard time 以下

STと略記)と主観的に同じ長さの時間を,被験者に何

らかの手段を用いて再現させる方法である｡この再生法

の手原におけるST呈示後,再生開始までの間隔時間

(time interval以下T Iと略記)について,その在り方,

たとえばT Iの長さ,普刺激挿入などの条件によって再

生時間(repro血ced t血e以下RTと略記)がいかに変

化するかについては前報1'･2)までに調べた｡その結果,
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①難易度の異なる課題をST中に遂行させると,遂行困

難な課題の場合には容易な場合に比べてRTは短い｡ ②

同じ課題を先行作業としてS T呈示前に遂行させた後,

光刺激による短いSTを再生させると,困難な課題遂行

後のS Tに対するRTほ容易な課題遂行後のそれに比し

て短い(診TIを長くすると一般にRTは長くなり,こ

の憤向は3-75秒のSTについてみられた ⑥STを光

刺激で呈示中に,併せて頻度を異にした普刺激(メトT2ノ

ーム音)を聞かせると,一般に低頻度RTでは長く,顔

度が増すにつれてRTは短くなる傾向がある ⑤その昔

刺激をT I中に挿入すると頻度の変化に伴なうRTの債

向はST中に音刺激を挿入した寄合と同様であり,また,
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昔刺激挿入持続時間が変わっても,持続時間が長くなる

ほどRT値は大きくなるものの,晋頻度に伴なうRTの

変化の傾向は変わらないなどの諸傾向が見出された｡そ

して,これらの結果をS T.の記銘的把超に及ぼす被験者

の心的諸状況,および, STとTI,さらにRT間の継

時的判断の境制などの観点から考察した｡

さて,本稿では前報2'に続いて, T I中に挿入された

音刺激の効果について,主にT I中の音刺激挿入時点の

違いによるRTへの影響を吟味してみるoそれによって

一つの実験事厳に含まれるいくつかの要因を,被験者が

いかに受容し,あるいはそれらをどのように時間判断の

手掛りとするかについて検討してみる.

方 法

実験ごとの特殊な条件などについては当該個所におい

て記述することとして,ここでは各実験に共通する装置,

･および手続きなどについて記述する.

装置 被験老の前方約1.5mの位置に黒色衝立が置か

れ,そのはぼ中央に直経約3cmの円形の黄色い光刺激

が, STおよびRTを示す持続光として呈示される｡実

験ほ静かな半明宝で実施する｡

手続き ここでの再生法の手続きは前報2)と同様であ

り,実験者が持続光で示したS Tと主観的に等しいとす

る時間を,被験者が同じく持続光で再生する｡なお,育

生の開掛ま実験者が行う｡また,実験に際して数を数え

るなどの手掛りの使用を禁じ, STの主観的長さをナイ

ーブな態度で再現するよう被験者に教示してある｡

また, T I中に挿入する音刺激は前報2)で用いたもの

と同じ録音されたメトロノーム音であり,イヤホンを通

して被験者に聞かせるo

披敦者 前報2'と同一の被験者5名(心理学の専政学

坐)

実験Ⅰ

目的 TI中の音刺激によるRTへの影響について,

一定の長さのT I中の音刺激開始時点を変えて吟味する｡

手続き STは15秒で一定.またTIも60秒で一定.

そして,このT I中に0.3,1.5,3.5/秒の3種類の頻度

の音刺激を15秒間被験老に聞かせる｡音刺激の開始時点

はST呈示後5, 22.5, 40秒の3種類である.それらの

手JJRを模式的に示せばFig･ 1の通りである.固からわ

かるように, STが呈示された後,音刺激開始時点まで

の間(pre T Iと呼ぶ)の後に音刺激が与えられ,その後,

さらに定められた間隔(post T Iと呼ぶ)の後に再生が

aug主音呂urYus

I I
P卜eTI postTI

J TI ｣

Fig･ 1 Schematic
representation of the experimental

proc edur e.

始まるo各被験者の試行数は,各音頻度につき10回であ

り,従って総試行数は90回となり,音頻度と音刺激開始

時点を無作為に組合せて試行がなされる.なお,約lo武

行(不特定)ほどで適宜休憩を入れるが, STが一定で

あるための慣れを少くする目的で,休憩後の試行開始に

Table 1 Analysis of variance
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先立って,明らかにSTとは長さの異なる時間について

再生練習の後,本試行を再開した｡

結果 音頻度別に,また琴験音別に,音刺激開始時点

の違いによるRTの変化をFig. 2に示すoまた, Table

lには音刺激開始時点,音頻度,被験者の三元配置によ

る分散分析の結果が示されている｡

分散分析の結果では, T I中の音刺激開始時点,および

音頻度の要因ともR Tに対し'7:個人差を超える一貫した

影響をもたないことが示された｡この席ほFig.2を詳

しく調べても, RT値の大きさ,および音刺激開始時点

の差異によるRTの変化ともに,個人差が著しく,一般

的債向を論ずるこLi:はできない.また,音頻度に伴なう.

傾向にもかなりの個人差があり,前報2)で認められたよ

うな低頻度でRTがやや長く,高頻度で短くなる傾向は

被験者5名中3名(A,D,E)に認められるが,僅かで

あるが逆傾向を示す者(B)ち,中頻度でRTが長くな

る者(C)も見られる｡

このように,本実験条件におては,ほとんで条件差を

認めることができなかったが,本実験条件のT I中に含

まれる音刺激と preおよびpost T Iとの関係について

いま少し条件分析を加えた上で音刺激開始時点の影響に

ついて検討してみることとする｡

実 験 ⅠⅠ

目的 実験Ⅰの事態においては,一定TI中の普刺激

開始時点,音刺激頻度の要因についてRTへの影響をみ

たが,開始時点を変えることは,同時にpreT Iとpost

T I.の長さが変わることにもなる.そこで,本巣験では

音刺激終了後のpoSt TIを一定にして, preTIの

長さを変化させた場合のRTの違いを調べてみる｡

手続き ST15秒で一定. T I中に挿入する音刺激頻

虎はO.3, 1.5, 3.5/秒の3種類であり,その持続時間

は15秒である｡また,音刺激開始時点はST呈示後, 5,

22.5, 40秒の3時点である.そして,どの開始時点の場

合も音刺激終了の5秒後に再生を開始する｡各開始時点

につき10試行を行う｡従って,各被験者ほ音刺激頻度,

開輯時点をこみにした合計90試行をランダムな順序で再

生試行をする｡約10試行で休憩を入れるが, STとほ別

の時間の再生練習の後,本試行を再開する｡

結果 5名の被験者の平均RTを, TI中の音刺激開

始時点の違いとして音頻度別にFig･ 3に示す｡また,

Table 2は分散分析の結果を示している｡

まず,分散分析表からわかるように, preTIの長さは

RTに対して有意な効果のあることがわかったが,音頻

Table 2 Analysis of variance
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Fig･ 3 Variations
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sounds-interpolation for each of frequencies.

度については被験著聞に一貫する効果があるとは認めら

れなかった.これらのことを, Fig.3で見てみると, S

T呈示後から音刺激開始までの間隔(pre T I)が長くな

るはどRTはやや長くなる,しかもこの僚向は個人間に

おいてもほぼ認められる｡しかも,平均で見る限り低頻

度音刺敢を聞かせた場合の方が,若干その懐向が明瞭で

あるといえよう｡

また音頻度のRTに対する影響については,平均はも

とより個人別の結果においても特定傾向は見出せない｡

実 験ⅠⅠⅠ

目的 実験‡ではpreTIの長さを変化させて音刺激

開始時点の違いによるRTの変化を試べたが,本実験で

はpre T Iを一定としで(開始時点を同一にして),普

刺激終了から再生開始までの間隔(post T I)を変化させ

た場合のRTへの影響を吟味する｡なお,実験Ⅰ, Ⅰを
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療じて前報で2)認められたような音刺激頻度による効果

が見られなかったので,その点の再吟味を含め,前報2)

通りの6種類の音頻度を用いて検討する｡

手統き STは15秒で一定である｡音刺激の原皮は,

o.3, 0.7, 1.0, 1.5, 2.2, 3.5/秒の6種輝であり, ST

呈示終了の5秒後に15秒間音刺激を聞かせる｡その後再

生開始までの間隔(post TI)は, 5, 15, 30秒の3種

塀である.各tnst T Iにつき10試行が反復される｡従

って,各晋頻度と併せて各被験考は総計180回の再生試
行を行う｡本実験においても,約10試行で休憩をと

り,再開に先立って別の時間について再生練習をさせる.

結果 postTIの長さに伴なう各被験老の平均RTを,

普頻度別に図示したのがFig. 4である｡また, Table
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3は分散分析表である｡

まず分散分析の結果をみると, postT Iの長さはRT

に対して有意ではなかった｡一方,菅頻度の要田はRT

に対して有意な効果のあることを示した｡また, post T

Iと音頻度との交互作用ほ有意ではなかったo

Fig. 4で見ると,平均でみる限り,Post TIが長くなる

につれてRTが長くなる傾向を見出せるが, RTの個人

間変動が大きく,統計的には有意な効果として現われな

かったと思われる｡すなわち, postT Iが長くなるにつ

れてRTが長くなるという平均的傾向は,被験老A, B,

Dに見えるが,ほとんど変化を示さない老(C)ち,逆

に,やや短くなる傾向を示す者(E)もいる｡また,辛

均値で見る限り, postTIの長さに伴なう平均的僚向は,

高頻度の普刺激において明瞭であり,この点は実験Ⅰの

pre T lの長さを変化させた場合とは対照的であった｡

なお,固からも顕著なように,本実験においてのみ音

刺激の頻度効果は比較的顕著であったが,実験Ⅰ, Ⅰ,

Ⅱでの頻度効果の現われ方を見ると,実験条件としての

of time gaps
between sounds-interpolation and

各要因を被験老がどのように重視しているかの違いを思

わせる｡すなわち,前報2'を通じての被験者であり,前

報2)で用いたものから選ばれた3亀類の比較的極端な音

頻度の場合にはその効果は見えず,却って細かい段階で

菅頻度をとって実鉄条件の上で重みが変わると普頻度効

果が出現するということは再生の際の判断の準拠する要

田の違いを示唆しおり,あれもこれもといった要因を複

掛こ絡ませて判断をしているわけではないことを示す事

実と解することができよう｡

考 察

本研究ほ前報2)に続いて時間評価の再生法の手筋にお

ける標準時間(ST)呈示と再生開始までの間隔(T I)中

に与えられた間歓的菅刺激の再生時間(RT)への影響

を調べることを目的とし,音刺激の頻度とT I中の音刺

激挿入時点を変えて吟味してみたo以下,それらの結果

を要約しながら若干の考察を試みてみる.
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(1)一定の長さのT I中に,一定の長さの晋刺激を挿

入した場合,普刺を挿入する時点を変えることは,当然

のことながら, ST呈示後から普刺激開始までの間隔

(pre TI)と書刺激終了から再生開始までの間隔(post

TI)の長さも変わる｡しかし,書刺激の挿入時点が違っ

てもRTにほ何ら差異はみられなかった(実験Ⅰ)｡しか

し,この結果について晋刺激の頻度と挿入時点の要因が

ともにRTに対して効果がないと結論するには,先の研

究2'におけるTIの長さに伴なうRTの変化,音頻度変

化に伴なうRTの変化が顕著であったことから早計であ

ると考えたoたとえば,被験者が時間判断を行う横寺附こ

おいて2要因相互の影響関係の結果かもしれないと考え,

次にpreT I (postTIは一定)の長さ,およびpostTI

(pre T Iは一定)の長さを変えてRTの変化を調べた｡

(2) preTIが長くなるほどRTがやや長くなる,と

いう傾向が統計的に認められた(実験Ⅰ)｡しかも,こ

の憤向は低頻度の音刺激を挿入した寄合にやや著しい｡

一方, post TIの長さを変えても,統計的にはRTの

変化に有意性は得られなかった｡しかし,被験老5名の

平均でみる限り, post TIの長さに伴いRTほやや長く

なる憤向が認められた｡この債向は, preTIの場合と

は対照的に高頻度音刺激を挿入した場合にやや著しいこ

とが特徴的であった｡

この様な傍向についてほ,本稿では一つの結果として

の記述にとどめるが,記銘的把捉されたSTが,その後

の再生まで時間経過と,音刺激による変容をうけた結果

であろうことは推論できる.しかし,その変容に際して

何が,どのようにして,どの程度の影響力を及ぼしたか

ほ今後の細かな条件分析が必要である｡また,音頻度と

挿入時点の関係についても,諸要因の重畳あるいは括抗

関係から仮定既に論考することも可能であろうが,時間

評価の機制には,実験者が君国しない,いわば偶然的要

因の影響も無視しえず,結果の説明に先立って片づけね

ばならない問題が多いように思われる｡

(3)音頻度は前報2)で用いた6段階の頻度中の3つを

選んで用いた(実験Ⅰ, Ⅰ)が,このような条件下でほ

音頻度のRTに対する効果を見出すことはできなかった｡

実験Ⅱでは前敵2)通りの6段階の救度を用いてみたとこ

13

ろ,前報2)と同様に,普刺激の高頻度化に伴なうRTの

減少憤向を顕著に認めることができた｡

このような結果は,被験がほとんど手掛りとするもの

のない状況でなお厳密な時間判断をしようとする場合に,

実験条件内の特定要因に準拠して判断をしようとする懐

向のあることを示していると解されよう.こうしたこと

から,前報2)において明瞭な懐向を得た実験条件であっ

ても,同一の被験老に長期に亘って同じ憤向の出現を予

想するには,時間評価はあまりも変動が大きい現象であ

るといえよう｡

(4)しかしながら,本稿の3実験の結果を見る限り,

再生値そのものの大きさには個人差が大きいものの,紘

じて変動ほ小さく,個人内の再生値には比較的一貫性が

あった｡従って,本実験では, 15秒という一定のSTを

用いており,結果の図示には再生値そのもので示したが,

各実験間で比較的共通する条件下での個人別再生値をそ

れぞれベースとして,個人別に再生値を換算して上記諸

結果を再検討しても,上記の諸侯向に概ね違いほ生じな

かった.

(5)これらの結果は,結局のところ,把握された標準

時間の長さが,その後再生までの時間間隔における被験

老の過し方によってさまざまに変容するということを示

している｡そうした変容について時間評価の説明仮説か

らの解釈は改めて試みてみたい｡
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